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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年10月22日(2009.10.22)
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【公表日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-008
【出願番号】特願2008-530635(P2008-530635)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 207/12    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/40    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/18    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4439  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月3日(2009.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの化合物



(2) JP 2009-507912 A5 2009.10.22

【化１】

またはその薬学的に受容可能な塩であって：
　Ｒ２０が３－ピロリジニルであって、：Ｃ１－Ｃ４アルキルおよびハロからなる群より
各々独立して選択される１～８個の置換基で置換されていてもよい３－ピロリジニルであ
り；
　Ｊが、Ｏまたは－Ｎ－Ｒ２２であって、Ｒ２２がＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、または－Ｃ
（Ｏ）－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり；
Ｚは：フェニレン、ナフチレン、５～６員のヘテロアリーレン、９～１１員の二環式アリ
ーレン、および８～１０員の二環式ヘテロアリーレンからなる群より選択され、そのいず
れかが：Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、ハロ、－ＣＦ３、－ＣＮ、ＯＨ、
Ｃ１－Ｃ４アルキル－Ｓ－、および－ＮＲ３０Ｒ３１からなる群より独立して選択される
１～５個の置換基で置換されていてもよく、
　Ｒ３０およびＲ３１が各々独立して：Ｈ、およびＣ１－Ｃ４アルキルからなる群より選
択され；
　Ａが：フェニル、ナフチル、５～６員のヘテロアリール、９～１１員の二環式アリール
、および８～１０員の二環式ヘテロアリールからなる群より選択され、そのいずれかが：
Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、ハロ、ＯＨ、－ＣＮ、－ＣＦ３、ＣＦ３Ｏ
－、Ｃ１－Ｃ４アルキル－Ｓ－、フェニル、Ｃ１－Ｃ４アルキル－Ｃ（Ｏ）－、５または
６員のヘテロアリール、５～７員のヘテロシクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルキル－スルホ
ニル、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｒ１２、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１６、－ＮＲ１０Ｒ１１、－Ｏ－フ
ェニル、および－Ｏ－ＣＨ２－フェニルからなる群より独立して選択される１～５個の置
換基で置換されていてもよく：
　Ｒ１０およびＲ１１は各々が独立して：Ｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ１－Ｃ４アルキル、および
Ｃ１－Ｃ４アルキルからなる群より選択され；
　Ｒ１２が、ＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；かつ
　Ｒ１４およびＲ１６が各々独立して：ＨおよびＣ１－Ｃ４アルキルからなる群より選択
される、
化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項２】
　請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩であって、該化合物が式Ｉ
Ｉの化合物
【化２】
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であって、ここで：
ＫはＣＲ１またはＮであり；
ＬはＣＲ２またはＮであり；
ＸはＣＲ３またはＮであり；
ＹはＣＲ４またはＮであり；
ここでＫ、Ｌ、ＸおよびＹのうちの０、１または２つがＮであり；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４が各々独立して：
Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、ハロ、－ＣＦ３、－ＣＮ、ＯＨ、Ｃ１

－Ｃ４アルキル－Ｓ－、および－ＮＲ３０Ｒ３１からなる群より選択され、ここでＲ３０

およびＲ３１が各々独立して：Ｈ、およびＣ１－Ｃ４アルキルからなる群より選択される
、化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項３】
　請求項２に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩であって、ここでＡが、

【化３】

であり、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８およびＲ９が各々独立して：
Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、ハロ、ＯＨ、－ＣＮ、－ＣＦ３、ＣＦ

３Ｏ－、Ｃ１－Ｃ４アルキル－Ｓ－、フェニル、Ｃ１－Ｃ４アルキル－Ｃ（Ｏ）－、５ま
たは６員のヘテロアリール、５～７員のヘテロシクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルキル－ス
ルホニル、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｒ１２、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１６、ＮＲ１０Ｒ１１、および
－Ｏ－ＣＨ２－フェニルからなる群より選択され、
　Ｒ１０およびＲ１１が各々独立して：Ｈ、Ｃ（Ｏ）－Ｃ１－Ｃ４アルキル、およびＣ１

－Ｃ４アルキルからなる群より選択され；
　Ｒ１２がＨ、またはＣ１－Ｃ４アルキルであり；かつ
　Ｒ１４およびＲ１６が各々独立して：ＨおよびＣ１－Ｃ４アルキルからなる群より選択
される、化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項４】
　前記置換されていてもよい３－ピロリジニルの３位の炭素が、Ｓ立体配置を有する、請
求項３に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項５】
　ＪがＯであり；ＫがＣＲ１であり；ＬがＣＲ２であり；ＸがＣＲ３であり；ＹがＣＲ４

であり；かつＲ２０が未置換ピロリジニルである、請求項３に記載の化合物、またはその
薬学的に受容可能な塩。
【請求項６】
　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、およびＲ９が各々独立して、Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１

－Ｃ４アルコキシ、およびハロからなる群より選択される、請求項５に記載の化合物、ま
たはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項７】
　請求項１に記載の化合物であって、前記化合物が、（Ｓ）－３－（２’，４’－ジフル
オロ－ビフェニル－２－イルメトキシ）－ピロリジン塩酸塩であるか、あるいは前記化合
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物が：
（Ｓ）－３－（４，２’，４’－トリフルオロ－ビフェニル－２－イルメトキシ）－ピロ
リジン；
（Ｓ）－３－（４，２’，３’－トリフルオロ－ビフェニル－２－イルメトキシ）－ピロ
リジン；
（Ｓ）－３－（４，２’－ジフルオロ－ビフェニル－２－イルメトキシ）－ピロリジン；
（Ｓ）－３－（４’－メチル－ビフェニル－２－イルメトキシ）－ピロリジン；
（Ｓ）－３－（３’－４’－ジフルオロ－ビフェニル－２－イルメチルオキシ）－ピロリ
ジン；
（Ｓ）－３－（２’，３’－ジフルオロ－ビフェニル－２－イルメトキシ）－ピロリジン
；
（Ｓ）－３－（ビフェニル－２－イルメトキシ）－ピロリジン；
（Ｓ）－３－（４’－フルオロ－ビフェニル－２－イルメトキシ）－ピロリジン；および
（Ｓ）－３－（２’，４’－ジフルオロ－ビフェニル－２－イルメトキシ）－ピロリジン
；
からなる群より選択される、化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項８】
　薬学的組成物であって：治療上有効な量の請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載
の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩、および薬学的に受容可能な賦形剤を含む、
薬学的組成物。
【請求項９】
　線維筋痛を処置するための、請求項８に記載の薬学組成物。
【請求項１０】
　注意欠陥過活動性（多動性）障害、神経因性疼痛、尿失禁、全般性不安障害、抑うつお
よび統合失調症からなる群より選択される疾患を処置するための、請求項８に記載の薬学
組成物。
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